
定
の
教
養
講
座
と
し
て
、「
寄
せ
植
え
」、「
絵

手
紙
」、「
生
け
花
」、「
将
棋
」、「
牛
鬼
面
づ

く
り
」、「
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
」、「
料
理
」、「
健

康
」、「
Ｉ
Ｔ
」
等
の
各
種
講
座
（
教
室
）
や
、

対
象
を
女
性
だ
け
に
絞
っ
た
各
種
趣
味
の
講

座
が
あ
る
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
対
象
と
す
る
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」、
地

区
住
民
を
対
象
に
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
「
歩
こ
う
会
」
や
「
ヨ
ガ
教
室
」、

「
３
Ｂ
体
操
」
等
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
世
代
が
集
い
、
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
や
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
講
座
・
教
室
を
企
画
・

運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
③
講
師
、
指
導
員
を
集
会
所
に
派
遣
し
て

行
う
教
養
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。

答
各
地
区
公
民
館
で
は
、
各
種
講
座
・
教

室
等
を
開
催
し
て
い
る
が
、
集
会
所
等
に
講

師
等
を
派
遣
し
て
の
講
座
等
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
地
域
か
ら
、
集
会
所
等
で
講
座
を

開
催
し
た
い
の
で
講
師
等
の
派
遣
を
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
地
域
と
開
催
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
健
介
護
課
に
お
い
て
は
、
健
康

づ
く
り
施
策
と
し
て
健
康
学
級
の
開
催
や
運

動
教
室
を
実
施
し
、
日
頃
か
ら
気
軽
に
運
動

を
す
る
意
識
付
け
を
図
る
と
と
も
に
、
運
動

機
能
向
上
教
室
等
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
を
実
施
し
、

健
康
増
進
に
努
め
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
自
治
会
の
世
代
間
交
流
事
業
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
。

答
自
治
会
等
が
実
施
す
る
世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
は
、
各
地
区
で
催
さ
れ
る
神
社
の
お

祭
り
や
お
寺
の
行
事
、
地
区
内
の
清
掃
活
動

や
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
地
域
行
事
が
あ
る
。

ま
た
、
自
治
会
等
と
公
民
館
が
開
催
す
る
運

動
会
や
納
涼
大
会
、
レ
ク
バ
レ
ー
や
球
技
等

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
世
代
間
交
流
を
図
る
事

業
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
世
代
間
交
流
が

図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
自
治
会
等
の
事
業
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
低
下
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
国
や
県
、
他
市

町
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
動
向
と
感
染
対
策
を
参

考
に
、
自
治
会
や
公
民
館
運
営
審
議
会
等
で

協
議
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
・
強

化
が
図
れ
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

◆
程
　
内
　
　
　
覺
　
議
員

【
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
】

問
子
供
達
が
成
長
し
て
い
く
上
で
は
、
あ
る

程
度
の
人
数
規
模
で
の
教
育
環
境
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
減
少
の
続
く
児
童
数

に
対
し
、
小
中
学
校
再
編
の
必
要
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答
鬼
北
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度

に
、「
鬼
北
町
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検

討
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
委
員
会
は
、
保

護
者
代
表
者
で
あ
る
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

地
域
代
表
者
で
あ
る
各
地
区
区
長
会
長
、
町

議
会
議
員
、
学
校
・
保
育
所
関
係
者
、
学
識

経
験
者
の
21
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学
校

の
統
廃
合
に
肯
定
的
な
意
見
は
あ
っ
た
が
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も
多
く
、
ま

た
、
地
域
内
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
団

体
の
意
思
統
一
が
で
き
ず
、
異
な
る
複
数
意

見
が
提
出
さ
れ
た
団
体
も
あ
っ
た
。

全
て
の
学
校
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
学
校
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
地
域
行
事

の
開
催
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
地
域
の

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
地
域
や
関
係
機
関
と
も
協
議
を

行
っ
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断

さ
れ
、「
令
和
７
年
度
に
再
検
討
す
る
。」
と

の
結
論
に
達
し
た
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

小
中
学
校
を
統
廃
合
す
る
計
画
は
な
い
。

【
大
切
な
農
地
に
つ
い
て
】

問
少
子
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
か
ら
大
切
な

農
地
を
守
れ
な
い
農
家
の
方
々
が
増
え
、
苦

悩
さ
れ
て
い
る
。
心
配
事
を
少
し
で
も
減
ら

せ
る
政
策
は
あ
る
か
問
う
。

答
ま
ず
、
国
の
政
策
と
し
て
は
、
先
の
国
会

で
、
人
・
農
地
関
連
法
案
を
可
決
・
成
立
さ

せ
、
農
地
の
集
約
化
と
、
人
の
確
保
・
育
成
、

農
地
保
全
に
よ
る
荒
廃
防
止
な
ど
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
は
、
地
域
農

業
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
の
場
を

設
け
、
目
標
地
図
を
含
め
た
地
域
計
画
（
人
・

農
地
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
農
業
委
員
会
は
、

農
業
を
担
う
者
ご
と
に
、
利
用
す
る
農
用
地

な
ど
を
定
め
た
目
標
地
図
の
素
案
づ
く
り
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

鬼
北
町
と
し
て
も
、
各
地
域
と
の
協
議
を

進
め
、
地
域
計
画
を
策
定
し
、
農
地
利
用
の

姿
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
担
い
手
へ
、

計
画
的
に
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
、

守
る
べ
き
農
地
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
町
で
は
農

業
研
修
生
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
に
よ
る
担
い
手
確
保
や
、
担
い
手
農
家
に

対
す
る
各
種
補
助
等
の
実
施
に
よ
り
、
農
業

経
営
の
基
盤
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
大
切
な
農
地

が
守
ら
れ
て
い
く
と
い
う
安
心
感
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
農
業
政
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
鬼
北
町
周
辺
地
域
の
核
つ
く
り
に
つ
い
て
】

問
日
吉
、
三
島
、
愛
治
地
区
を
は
じ
め
、
近

永
地
区
以
外
の
周
辺
地
域
で
は
人
口
減
少
が

止
ま
ら
ず
静
か
に
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ

る
。
移
住
者
誘
致
も
大
切
と
は
考
え
る
が
、

今
住
む
住
民
が
交
流
で
き
る
地
域
の
核
と
な

る
施
設
を
作
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
作

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

答
鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
今
年
４
月
末
現

在
の
人
口
が
、
９
，
６
３
１
人
と
、
10
年
前

の
平
成
24
年
４
月
末
の
人
口
に
比
べ
、
１
，

９
６
０
人
も
減
少
し
て
お
り
、
第
二
次
長
期

総
合
計
画
（
後
期
計
画
）
の
人
口
予
想
よ
り

も
、
早
い
ペ
ー
ス
で
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
過
疎
・

高
齢
化
の
更
な
る
進
行
に
よ
り
、
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
集
落
機
能
の
維

持
す
ら
難
し
い
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
山
積
す
る
中
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る

移
住
者
向
け
の
空
き
家
改
修
補
助
金
の
増

額
、
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
減
少
が
著
し
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
更
に
補
助
金
を
上
乗
せ

す
る
な
ど
、
事
業
の
拡
充
、
課
題
解
決
に
向

け
、
加
速
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
住
民
が
交
流
で
き
る
地
域
の
核
と
な
る
施

設
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
、
住
民
交
流
の
場
と
な
る
地

域
行
事
が
減
少
し
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
と
の

声
も
あ
る
中
、
改
め
て
、
地
域
の
交
流
拠
点

施
設
、
交
流
事
業
の
必
要
性
を
実
感
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
各
地
区
に
何
が
必
要
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
不
足
し
て
い

る
の
か
、
地
域
の
実
情
や
地
域
の
声
を
聞
き
、

各
地
区
公
民
館
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
、

事
業
の
検
討
、
取
り
組
み
を
図
る
体
制
が
必

要
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
今
後
も
、
各
地

区
の
公
民
館
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
住
民

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
事

業
展
開
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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